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特別損失の発生、連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 

当社は、下記のとおり特別損失が発生することになりました。また、直近の業績動向に、特別損失

の発生を勘案し、2013 年 11 月 1 日に公表いたしました通期連結業績予想及び 2013 年 5 月 9 日に公表

いたしました配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１． 特別損失の発生について 

    当社が保有する「その他有価証券」に区分される投資有価証券のうち、その純資産額が著しく下

落し、その回復が困難であると認められたものにつき、減損処理による投資有価証券評価損391百

万円を特別損失として計上することになりました。 

 

２． 連結業績予想の修正について  

■2014 年 3月期通期連結業績予想の修正（2013 年 4 月 1日～2014 年 3 月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 
売 上 高 経常利益 

当 期 

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（A） 
10,400

～10,600

▲50

～50

▲100 

～30 

▲2.92 円

～0.88 円

今 回 修 正 予 想（B） 10,200 ▲200 ▲670 ▲19.60 円

増  減  額（B－A） 
▲200

～▲400

▲150

～▲250

▲570 

～▲700 
－ 

増   減   率 
▲1.9％

～▲3.8％
－ － － 

（ご参考） 

前期実績（2013 年 3 月期） 
10,878 2 101 2.93 円



【修正の理由】 

  第３四半期連結累計期間におきまして、デジタル広告、書籍販売、受託制作事業の受注が弱含み

に推移しておりましたが、第４四半期においても大きな改善が見られず、同様のトレンドが継続し

ております。また、年度末の広告及び受託制作事業等における受注の状況につきましても、不透明

感が強いことから、売上高及び経常利益の予想を修正いたします。また、当期純利益におきまして

は、今回公表いたしました投資有価証券評価損の発生を勘案した修正となっております。 

なお、今後につきましては、繰延税金資産の取崩等により、業績予想が変動する可能性がござい

ますが、現時点では予想に織り込んでおらず、発生が明らかとなった場合は、速やかにお知らせい

たします。 

 

※ 業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき、当社で判断したものであり、さまざまな不確定

要素が含まれております。実際の業績につきましては、今回の予想と異なる可能性があります。 

 

３．配当予想の修正について 

■2014 年 3月期期末配当予想の修正（2013 年 4 月 1日～2014 年 3 月 31 日） 

 

 年間配当金（円） 

 第 2 四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 －
0.40

～1.00

0.40

～1.00

今 回 修 正 予 想 － 0.50 0.50

当 期 実 績 － － －

前 期 実 績 

（2013 年 3月期） 
－ 0.80 0.80

 

【修正の理由】 

当社の配当政策は、連結及び単体の業績及び財務状況に応じた利益配当を行うことを基本方針と

しており、連結当期純利益の 20％を配当性向の基準としております。 

当期の配当につきましては、投資有価証券評価損等の発生により、670 百万円の当期純損失とな

る見通しではありますが、資金等の財務状況に与える影響が限定的であることから、株主の皆さま

への株主還元を重視し、期初の配当予想のレンジ内で、1株当たり 0.5 円の配当を予定しておりま

す。 

以上    

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社インプレスホールディングス 広報室 

Tel: 03-5275-9048 / E-mail: release@impressholdings.com 

URL：http://www.impressholdings.com/ 

 


